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保護者 土曜日保育時に園庭で怪我をした。左手親指の皮がむけ、直径2

㎝程の穴が空いている。しかしその詳細を保護者に説明しない

まま「痛がったので絆創膏をはりました。大丈夫です。」との

み報告し降園させてしまった。帰宅後に子どもが痛みを訴えた

ため母が怪我の確認をすると、結構な傷跡になっており、皮が

めくれていた。週明けの月曜日の登園時に職員室へ立ち寄り

「いつもなら些細な怪我でも報告してくれるのに」と不信感を

訴えてこられる。

（対応）主任が「怪我対応の保育者（休み）に

事実確認をし、お迎え時に説明します。」と話

す。降園時にご両親で来られた。園長・主任が

当該保育者からの聞き取りの結果（報告が足り

ず、安易に「大丈夫」と言ってしまった）を伝

え、今後の怪我が起きた時の対応について次の

会議で職員に周知し、共有していくことを約束

する。

（改善策）職員に「怪我が起こった場合の、状

況説明を忘れず丁寧に行う。」という対応の仕

方を周知する。
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